
 

 

 

 

 

 

 

極点図１面｛００２｝によるＴｉ－ＯＤＦ解析のＥｒｒｏｒに関して 
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概要 

 ユーザより、Ｈｅｘａｇｏｎａｌの底面極点図１面によるＯＤＦ解析の依頼がありました。 

   ＯＤＦ解析は複数の極点図からそれぞれの矛盾を取り除いて解析が行われ、ＯＤＦ図と再計算極点図が 

計算され、矛盾をＲｐ％として表示している。 

   一部のＯＤＦソフトウエアでは、１面によるＯＤＦ解析が行われ、Ｒｐ％が異常に低い値で計算される。 

   この現象を考察する。 

   方法は、TD-spilt｛０１－１３｝＜２－１－１０＞をＶＦ１０％-半価幅２０ｄｅｇのＯＤＦから 

再計算極点図を作成し、ｄｅｆｏｃｕｓ補正ありなしで比較 

バックグランド（無配向）を９０％とすることでｄｅｆｏｃｕｓの影響をおおきくしています。 

 極点図は、｛００２｝、｛１０１｝、｛１０２｝でＯＤＦ解析しＥｒｒｏｒ評価 

 更に｛００２｝極点図１面によるＯＤＦ解析のＥｒｒｏｒ評価 

 

 再計算極点図（Ｔｉ） 

 

 

 の完全極点図を反射極点図に変更する（外周部分を削除）。 

 

  

 

 ＭＴＥＸによりＯＤＦ解析を行い、再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、Ｒｐ％を計算する 

 

 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし極点図（極点図の外周に向け密度が徐々に低下） 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり極点図 

 

 

｛００２｝ｄｅｆｏｕｓあり（赤）なし（青）比較  ｛１０１｝ｄｅｆｏｃｕｓありなし比較 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸによる３面極点図ｄｅｆｏｃｕｓあり計算 

 

ＯＤＦ解析結果のＥｒｒｏｒ 

 

 

Ｒｐ％計算 

 

 

 



ＭＴＥＸによる３面極点図ｄｅｆｏｃｕｓなし計算 

 

ＯＤＦ解析結果のＥｒｒｏｒ 

 

 

 

 



ＭＴＥＸによる１面極点図ｄｅｆｏｃｕｓあり計算 
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ＭＴＥＸによる１面極点図ｄｅｆｏｃｕｓなし計算 

  －＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 解析結果のＲｐ％をまとめると以下になる。 

  

  

 ｄｅｆｏｃｕｓ処理を行わないと、入力曲点図には、大きなＥｒｒｏｒが含まれています。 

 入力極点図数を増やすことで個々のＥｒｒｏｒを検出し、補正されます。 

 しかし、入力極点図が１面の場合、相互のＥｒｒｏｒ処理が出来ないため、入力極点図が 

 再現される再計算極点図のようなＯＤＦ結果が計算されています。 

 １面では、Ｅｒｒｏｒが含まれていても検出出来ません。 

 より良い解析結果を得る為には、３面以上を入力することが望ましい。 

  

 Ｒｐ％は入力極点図と再計算極点図から計算されています。 

  

 

 


